
JP 4614643 B2 2011.1.19

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部光源から発生された第１光を集光させて経路調節された第２光を射出する、第１プ
リズムシートを有する光経路調節手段を含むバックライトアセンブリと、
　前記第２光の偏光面を均一に偏光させるアンチ－グレア偏光板を含む前記経路調節され
た第２光に基づいて画像をディスプレーする液晶パネルアセンブリと、を含み、
　前記第１プリズムシートは、第１透明フィルム上にラウンド形状の頂点を有する第１プ
リズム列を含み、前記第１プリズム列は「Ｖ」字形状の溝を形成し、前記第１プリズム列
の各プリズムは、基底面と第１及び第２傾面を有する三角柱形状の複数のプリズムを具備
し、前記第１及び第２傾面によって形成された最高点は同一高さを有し、前記最高点を連
結したラインは曲線であり、
　前記溝を連結したラインは前記プリズムの長手方向に延長される直線であることを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記液晶パネルアセンブリは、ｉ）上部基板と、ｉｉ）前記上部基板に対向する下部基
板と、ｉｉｉ）前記上部基板及び前記下部基板間に形成された液晶層と、ｉｖ）前記下部
基板の背面に配置されて前記第２光の偏光面を均一に偏光させて前記下部基板に提供する
アンチ－グレア偏光板とを含むことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記アンチ－グレア偏光板は上面が前記下部基板に対向し、背面が約１２％～４４％の
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範囲内のヘイズ値を有するように処理された偏光板であることを特徴とする請求項２に記
載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記光経路調節手段は、第２透明フィルム上に形成された複数の第２プリズムが形成さ
れ、前記第１プリズムシートの下部に配置され、前記光源から提供される第１光を集光し
て前記第１プリズムシートに提供する第２プリズムシートをさらに備えることを特徴とす
る請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記バックライトアセンブリは、前記光源から第１光の提供を受けて、前記第１光の経
路をガイドし、前記ガイドされた光を前記液晶パネルアセンブリに対向する面に形成され
る拡散手段を通じて拡散させて前記液晶パネルアセンブリに射出する導光板をさらに備え
ることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　ｉ）第１光を発生するランプと、
　ｉｉ）第１透明フィルム上にラウンド形状の頂点を有する複数の第１プリズムが形成さ
れて前記ランプから提供される第１光を集光させて経路調節された第２光を射出する第１
プリズムシートを有する光経路調節手段を含むバックライトアセンブリと、
　ｉｉｉ）上部基板と、前記上部基板に対向する下部基板と、前記上部基板及び前記下部
基板間に形成された液晶層と、前記下部基板の背面に配置されて前記第２光の偏光面を均
一に偏光させて前記下部基板に提供するアンチ－グレア偏光板とを含む前記経路調節され
た第２光に基づいて画像をディスプレーする液晶パネルアセンブリと、を含み、
　前記第１プリズムシートは、第１透明フィルム上にラウンド形状の頂点を有する第１プ
リズム列を含み、前記第１プリズム列は「Ｖ」字形状の溝を形成し、前記第１プリズム列
の各プリズムは、基底面と第１及び第２傾面を有する三角柱形状の複数のプリズムを具備
し、前記第１及び第２傾面によって形成された最高点は同一高さを有し、前記最高点を連
結したラインは前記プリズムの長手方向に延長される曲線であり、
　前記溝を連結したラインは前記プリズムの長手方向に延長される直線であることを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項７】
　前記アンチ－グレア偏光板は上面が前記下部基板に対向し、背面が所定のヘイズ（ｈａ
ｚｅ）値を有するように処理された偏光板であることを特徴とする請求項６に記載の液晶
表示装置。
【請求項８】
　前記ヘイズ値が約１２％～４４％の範囲内の値を有することを特徴とする請求項７に記
載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記光経路調節手段は、第２透明フィルム上に形成された複数の第２プリズムが形成さ
れ、前記第１プリズムシートの下部に配置され、前記ランプから提供される第１光を集光
して前記第１プリズムシートに提供する第２プリズムシートをさらに備えることを特徴と
する請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記第２プリズムシートはマット処理されていないことを特徴とする請求項６に記載の
液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記バックライトアセンブリは前記ランプから提供される第１光を拡散させて前記第１
プリズムシートに射出する拡散板をさらに備えることを特徴とする請求項６に記載の液晶
表示装置。
【請求項１２】
　前記バックライトアセンブリは、前記ランプから第１光の提供を受けて、前記第１光の
経路をガイドし、前記ガイドされた光を前記液晶パネルアセンブリに対向する面に形成さ



(3) JP 4614643 B2 2011.1.19

10

20

30

40

50

れる拡散手段を通じて拡散させて前記液晶パネルアセンブリに射出する導光板をさらに備
えることを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記第１プリズムシートの下部に配置される第２プリズムシートをさらに含み、前記第
２プリズムシートは前記拡散手段により拡散された光を前記第１方向とは異なる第２方向
に集光するための直線型プリズムシートであることを特徴とする請求項６に記載の液晶表
示装置。
【請求項１４】
　前記バックライトアセンブリは、
　前記ランプから発生された第１光の経路をガイドして射出する導光板と、
　前記導光板の上部に配置され、前記導光板によりガイドされた光を拡散させる拡散シー
トと、をさらに備えることを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関するものであり、より詳細には、保護シートを設けなくても
スクラッチング（ｓｃｒａｔｃｈｉｎｇ）に強く、輝度を向上させた液晶表示装置に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、液晶は自ら発光しないため、前記液晶を利用する表示装置は外部から自然光の
提供を受けて画像をディスプレーし、または別途の光源、即ち、バックライトアセンブリ
を設けて画像をディスプレーする。
【０００３】
　このようなバックライトアセンブリは、光を発散させるランプユニット、ランプユニッ
トから発散された光をＬＣＤパネル側にガイドする導光板、前記導光板の下部に備えられ
て漏洩する光を前記導光板側に反射させる反射板（またはリフレクタ）、前記導光板から
伝達された光の輝度を上昇させる光学シート類を含むことからなる。ここで、上述した光
学シート類は前記導光板の上部に順次定着される拡散シート、第１プリズムシート、第２
プリズムシート及び保護シートからなり、前記導光板を経た光の特性を改善して射出する
。
【０００４】
　しかし、上述した光学シート類に備えられる各種シートを全て利用すると、バックライ
トアセンブリやこれを利用する液晶表示装置の厚さや、製造原価などが増加するという問
題点がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、バックライトアセンブリに備えられる光学シート類の数を減少させる
ことができる液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した目的を達成するための本発明による液晶表示装置は、内部光源から発生された
第１光を集光させて経路調節された第２光を射出する、第１プリズムシートを有する光経
路調節手段を含むバックライトアセンブリと、前記第２光の偏光面を均一に偏光させるア
ンチ－グレア（ａｎｔｉ－ｇｌａｒｅ）偏光板を含む前記経路調節された第２光に基づい
て画像をディスプレーする液晶パネルアセンブリと、を含み、
　前記第１プリズムシートは、第１透明フィルム上にラウンド形状の頂点を有する第１プ
リズム列を含み、前記第１プリズム列は「Ｖ」字形状の溝を形成し、前記第１プリズム列
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の各プリズムは、基底面と第１及び第２傾面を有する三角柱形状の複数のプリズムを具備
し、前記第１及び第２傾面によって形成された最高点は同一高さを有し、前記最高点を連
結したラインは曲線であり、前記溝を連結したラインは前記プリズムの長手方向に延長さ
れる直線である。
 
【０００７】
　上述した目的を達成するための本発明による液晶表示装置は、ｉ）第１光を発生するラ
ンプと、ｉｉ）第１透明フィルム上にラウンド形状の頂点を有する複数の第１プリズムが
形成されて前記ランプから提供される第１光を集光させて経路調節された第２光を射出す
る第１プリズムシートを有する光経路調節手段を含むバックライトアセンブリと、ｉｉｉ
）上部基板と、前記上部基板に対向する下部基板と、前記上部基板及び前記下部基板間に
形成された液晶層と、前記下部基板の背面に配置されて前記第２光の偏光面を均一に偏光
させて前記下部基板に提供するアンチ－グレア偏光板とを含む前記経路調節された第２光
に基づいて画像をディスプレーする液晶パネルアセンブリと、を含み、
　前記第１プリズムシートは、第１透明フィルム上にラウンド形状の頂点を有する第１プ
リズム列を含み、前記第１プリズム列は「Ｖ」字形状の溝を形成し、前記第１プリズム列
の各プリズムは、基底面と第１及び第２傾面を有する三角柱形状の複数のプリズムを具備
し、前記第１及び第２傾面によって形成された最高点は同一高さを有し、前記最高点を連
結したラインは前記プリズムの長手方向に延長される曲線であり、前記溝を連結したライ
ンは前記プリズムの長手方向に延長される直線である。
　ここで、アンチ－グレア偏光板は上面が前記下部基板に対向し、背面が所定のヘイズ（
ｈａｚｅ）値を有するように処理された偏光板であることが望ましく、ここで、ヘイズ値
は約１２％～４４％の範囲内の値を有することが望ましい。
 
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によると、液晶表示パネルの下部に備えられる下部偏光板を所定のヘイズ値を有
するように処理したアンチ－グレア偏光板に代替し、バックライトアセンブリに備えられ
るプリズムシートのうち上部に配置される第１プリズムシートを、マット処理せず、頂点
をラウンド形状としたプリズムを有するプリズムシートに代替する。その結果、前記液晶
表示パネルとバックライトアセンブリとの間に保護シートを設けなくても前記バックライ
トアセンブリの最上部に位置する第１プリズムシートの耐スクラッチ性を向上させること
ができ、輝度を上昇させることができる。また、保護シートを設けなくても組立てる時ス
クラッチ（ｓｃｒａｔｃｈ）が発生する危険を減少させることができ、輝度低下を防止す
ることができるので、保護シートを利用する液晶表示装置に比べて厚さや重さを減少する
ことができるだけでなく、製造原価まで減少させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して本発明の望ましい一実施形態をより詳細に説明する。
【００１０】
　図１は、本発明の実施形態による液晶表示装置を説明するための図面である。
　図１に示すように、本発明の一実施形態による液晶表示装置は線光源を面光源に変換し
て射出するバックライトアセンブリ１００と、変換された面光源に基づいて画像をディス
プレーする液晶表示パネル２００を含む。
【００１１】
　バックライトアセンブリ１００は導光板１１０、ランプ１２０、ランプリフレクタ１３
０、反射シート１４０、第２プリズムシート１５０及び第１プリズムシート１６０を含み
、ランプ１２０から提供される線光源を面光源に変換して前記液晶表示パネル２００に射
出する。
【００１２】
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　より詳細には、導光板１１０はランプ１２０により発生された光の提供を受ける光入射
面１１２と、光入射面１１２のうちの第１辺に接する光反射面１１４と、光入射面１１２
のうちの第２辺に接しながら光を射出する光射出面１１６とを含み、ランプ１２０から提
供される光をガイドして第２プリズムシート１５０に射出する。ここで、光反射面１１４
には複数の微細ドット（Ｆｉｎｅ　ｄｏｔ）１１４ａが形成され、光入射面１１２を通じ
て入射され光反射面１１４に向かう光が、微細ドット１１４ａによって拡散反射されるこ
とが望ましい。また、光反射面１１４にはランプ１２０から遠ざかるほど大きい微細ドッ
トが形成されることが望ましく、また、ランプ１２０に近づくほど単位面積当り高密度の
微細ドットが形成され、ランプ１２０から遠くなるほど単位面積当り低密度の微細ドット
が形成されることがさらに望ましい。
【００１３】
　ランプ１２０は外部から供給される電源に応じて光を射出する。
【００１４】
　ランプリフレクタ１３０はランプ１２０を取り囲みながら導光板１１０に結合され、ラ
ンプ１２０から射出された光が漏洩することを防止する。即ち、ランプ１２０から射出さ
れた光は放射状に射出されるので、導光板１１０に直接に向かわない光はランプリフレク
タ１３０の内側面により導光板１１０側に反射される。
【００１５】
　反射シート１４０は導光板１１０の下部に備えられて、導光板１１０の光反射面１１４
を通じて漏洩する光を導光板１１０に反射させる。勿論、本発明では前記導光板を通じて
漏洩する光の効率を高めるために別途の反射シートを備えることを説明したが、導光板１
１０、ランプ１２０、ランプリフレクタ１３０、第２プリズムシート１５０及び第１プリ
ズムシート１６０を収納する収納容器（図示せず）の内面に、反射効率が高い材質をコー
ティングし、前記反射シートの機能をさらに向上させることもできる。
【００１６】
　第２プリズムシート１５０は、第２透明フィルムの上部面に三角柱形状の第２プリズム
が一定の配列で配置されて形成されている。第２プリズムシート１５０は、導光板１１０
から射出された光の正面視野角を確保するために、導光板１１０から射出された光を集光
し、集光された光を第１プリズムシート１６０に射出する。
【００１７】
　第１プリズムシート１６０は第１透明フィルムの上部面に頂点がラウンド形状となるよ
うに処理された三角柱形状の第１プリズムが一定の配列で配置されて形成される。第１プ
リズムシート１６０は、第２プリズムシート１５０の上部に備えられ、第２プリズムシー
ト１５０から提供される光の視野角を確保するために、第２プリズムシート１５０からの
光を集光した後に射出する。
【００１８】
　第２プリズムシート１５０に配列される第２プリズムが第１方向に配列されると、第１
プリズムシート１６０に配列される第１プリズムは前記第１方向と一定角、例えば、第１
方向に対して垂直な第２方向に配列されることが望ましい。このような配列を通じて、導
光板１１０から射出された光を横方向に集光すると共に縦方向に集光して視野角を十分に
確保することができる。
【００１９】
　上述した一実施形態では、導光板１１０の光反射面１１４に複数の微細ドット１１４ａ
を形成してガイドされた光を拡散反射させることを説明したが、前記導光板１１０の上部
に拡散シート１４５をさらに備えることもできる。また、前記導光板１１０の光反射面１
１４を鏡面処理し、前記導光板１１０の光射出面１１６に拡散反射のための別途の部材を
形成することもできる。また、導光板１１０の光反射面１１４を鏡面処理し、導光板１１
０の上部に拡散シート１４５をさらに備えることもできる。
【００２０】
　一方、液晶パネルアセンブリ２００はＴＦＴスイッチング素子が格子配列された下部基
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板２１０と、格子配列されたＴＦＴスイッチング素子の配列に対応してＲ（レッド）Ｇ（
グリーン）Ｂ（ブルー）各々の画素を定義する上部基板２２０と、下部基板２１０と上部
基板２２０間に充填された液晶層（図示せず）とからなり、バックライトアセンブリ１０
０から提供される光に応答して画像をディスプレーする。
【００２１】
　また、液晶パネルアセンブリ２００は、下部基板２１０の下部にアンチ－グレア（ａｎ
ｔｉ－Ｇｌａｒｅ）偏光板２３０を、上部基板２２０の上部には上部偏光板２４０をさら
に備える。
【００２２】
　アンチ－グレア偏光板２３０の背面は所定のヘイズ（ｈａｚｅ）値を有するようにアン
チ－グレア処理され、前記下部基板２１０の下部に形成されバックライトアセンブリ１０
０から提供される光の偏光面を均一にして、前記下部基板２１０に提供する。ここで、ア
ンチ－グレア偏光板２３０は１２％、２５％、４４％などの多様なヘイズ値Ｈを有する樹
脂により構成され、均一な光が液晶パネルの下部基板２１０に入射するように、バックラ
イトアセンブリ１００からの光を偏光させる。
【００２３】
　ここで、前記ヘイズ値Ｈは次のように計算することができる。即ち、光がアンチ－グレ
ア偏光板２３０に入射される時、光が入射した方向と同一の方向に前記アンチ－グレア偏
光板２３０を通過する光の輝度をＨ１とし、アンチ－グレア偏光板２３０により拡散され
た光の輝度をＨ２とすると、次の数式１のように、ヘイズ値Ｈを算出することができる。
【数１】

【００２４】
　一方、上部偏光板２４０は上部基板２２０の上部に形成され、前記上部基板２２０を通
過した光の偏光面を均一にして外部に射出する。
【００２５】
　以上で説明したように、所定のヘイズ値を有するように処理したアンチ－グレア偏光板
を下部基板の下部に配置することにより、液晶パネルアセンブリの表示面におけるプリズ
ムオイル帯や特定パターンのモアレ現象などのような光干渉現象を防止することができる
。
【００２６】
　勿論、上述したアンチ－グレア偏光板を有する液晶パネルアセンブリをグロステスト（
Ｇｒｏｓｓ　Ｔｅｓｔ）する時には、上述したアンチ－グレア偏光板を取り付ける前にグ
ロステストを完了することが望ましい。その理由は、上述したアンチ－グレア偏光板を通
じてでは、リペア（Ｒｅｐａｉｒ）工程で、レーザビームが、リペアされる液晶表示装置
の目標位置に正確にフォーカシング（Ｆｏｃｕｓｉｎｇ）されないためである。
【００２７】
　以上で説明した本発明の一実施形態では、導光板１１０の一側部にランプ１２０を備え
るウェッジ（Ｗｅｄｇｅ：くさび）タイプの導光板を有するバックライトアセンブリ１０
０を一つの例として説明したが、フラット（Ｆｌａｔ）タイプの導光板の両側部にランプ
を備えるバックライトアセンブリにも同様に適用することができる。
【００２８】
　また、上述した本発明の一実施形態では導光板の側部にランプを備えるエッジ（Ｅｄｇ
ｅ）タイプのバックライトアセンブリを一例に説明したが、図２のように、上述した導光
板を備えずに、複数のランプを底面に配列した構造を有する直下型バックライトアセンブ
リにも同様に適用することができる。
【００２９】
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　図２は本発明の他の実施形態による液晶表示装置を説明するための図面として、特に直
下型バックライトアセンブリを用いる液晶表示装置を説明するための図面である。上述し
た図１と同一の構成要素に対しては同一の符号を使用し、その詳細な説明は省略する。
【００３０】
　図２に示すように、本発明の他の実施形態による液晶表示装置は、線光源を面光源に変
換して射出するバックライトアセンブリ３００と射出されたバックライトアセンブリ３０
０からの光に基づいて画像をディスプレーする液晶表示パネル２００を含む。
【００３１】
　バックライトアセンブリ３００は基底面と複数の隔壁とにより収納空間を定義する収納
容器３２０、収納空間に配列され光を発散するランプ３１０、光を拡散させる拡散板３３
０、収納容器３２０の基底面上に配置されて光を反射させる反射シート３４０、拡散板３
３０上に順次定着される第２及び第１プリズムシート１５０、１６０を含み、ランプによ
り提供される線光源を面光源に変換して液晶表示パネル４００を照明する。ここで、第２
及び第１プリズムシートは前述した図１で説明した第２及び第１プリズムシートと同一で
あるので、同一の符号を使用し、その詳細な説明は省略する。
【００３２】
　図面上では別途の反射シート３４０を備えることを図示したが、反射シート３４０を利
用せずに、収納容器３１０の基底面に高反射率を有する別途の物質を塗布するなどの方式
によっても同様の機能を実現可能である。
【００３３】
　一方、液晶表示パネル２００は上述した図１で説明したので、その詳細な説明は省略す
る。
【００３４】
　図３は前述した図１の第２プリズムシートを説明するための図面である。図３では、特
に直線型プリズムシートについて説明する。
【００３５】
　図３に示すように、第２プリズムシート１５０は、一定の厚さを有する第２透明フィル
ム１５２の上部に互いに平行な三角柱形状のプリズムを有する直線型プリズムシートであ
る。ここで、形成されるプリズムの基底面に対する第１斜面の第１傾斜角度（θ１１）と
基底面に対する第２斜面の第２傾斜角度（θ２１）とを同一、または異なる角度とするこ
とができる。また、特定プリズムの第１傾斜角度と特定プリズムに隣接する隣接プリズム
の第１傾斜角度とを同一、または異なる角度とすることもでき、特定プリズムの第２傾斜
角度と隣接プリズムの第２傾斜角度とを同一、または異なる角度とすることもできる。
【００３６】
　図４は前述した第１プリズムシートを説明するための図面である。図４では特に曲線型
プリズムシートについて説明する。
【００３７】
　図４に示すように、第１プリズムシート１６０は、一定の厚さを有する第１透明フィル
ム１６２の上部に頂点がラウンド形状となるように処理された三角柱形状のプリズムを有
する曲線型プリズムシートである。ここで、第１プリズムシート上に形成される複数のプ
リズムの最低高さ（第１透明フィルム１６２の底面から隣接するプリズム間に形成される
溝の底部分までの高さ）は全て等しく、また、各プリズムの最高高さ（第１透明フィルム
１６２の底面からプリズムの頂部（最高点）までの高さ）は全て等しいが、最低高さ部分
と最高高さ部分とを連結する第１傾斜角（θ１２）、即ち、基底面と第１斜面とからなる
第１傾斜角と、最高高さ部分と最低高さ部分とを連結する第２傾斜角（θ２２）、即ち、
基底面と第２斜面とからなる第２傾斜角は、相異する角度である。
【００３８】
　一例として、図４に示したように、第１プリズムシート１６０は、基底面と第１及び第
２斜面とを有する三角柱形状の複数のプリズムを一定平面上部に備えており、複数のプリ
ズムのそれぞれにおいて第１及び第２斜面により形成された最高点（すなわち各プリズム
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の頂部を形成する部分）は、全て同一の高さを有する。また、各プリズムにおいて、最高
点を連結したライン（すなわちプリズムの頂部を形成するライン）は曲線である。また、
複数のプリズム間に形成された溝の底部は全て同一の高さを有し、溝を形成するラインは
直線である。このような第１プリズムシート１６０を上方から観察すると、プリズムの頂
部を形成するラインは曲線形態を示し、プリズムの溝を形成するラインは直線形態を示す
。
【００３９】
　また、他の一例として、第１プリズムシートは基底面と第１及び第２斜面とを有する三
角柱形状の複数のプリズムを一定平面上部に備え、複数のプリズムのそれぞれにおいて第
１及び第２斜面により形成された最高点（すなわち各プリズムの頂部を形成する部分）は
、全て同一の高さを有する。また、各プリズムにおいて、最高点を連結したライン（すな
わち頂部を形成するライン）は直線である。また、複数のプリズム間に形成された溝の底
部分は全て同一の高さを有し、この溝を形成するラインは曲線である。
【００４０】
　このような、第１プリズムシート１６０を上方から観察すると、プリズムの頂部を形成
するラインは直線形態を示し、プリズムの溝を形成するラインは曲線形態を示す。勿論、
プリズムの頂部を形成するラインだけでなく、プリズムの溝部を形成するラインも全て曲
線形態にすることもできる。
【００４１】
　上述したように、所定のヘイズ値を有するように処理したアンチ－グレア偏光板を下部
基板の下部に配置することにより、上述した光干渉現象を防止することができる。勿論、
上述したアンチ－グレア偏光板を有する液晶パネルアセンブリをグロステストする場合は
、前記したアンチ－グレア偏光板を取付ける前にグロステストを完了することが望ましい
。その理由は、上述したアンチ－グレア偏光板を通じては、リペア工程でレーザが正確に
フォーカシングされないからである。
【００４２】
　一般に、アンチ－グレア偏光板が所定のヘイズ値を有するように処理されるので、グレ
ア偏光板をアンチ－グレア偏光板に交替する場合、輝度が３％程度低下される。また、頂
点がラウンド形状となるように処理されたプリズムを有するプリズムシート内でも、マッ
ト処理されないプリズムシートはマット処理されたプリズムシートより輝度が９％以上上
昇する。ここで、前記マット処理とは、最上端に備えられるプリズムシートの背面、即ち
、プリズム形状体が形成されない面に４．５乃至５．５μｍの大きさ、望ましくは５μｍ
内外のビード（Ｂｅａｄ）をコーティング処理するものである。
【００４３】
　液晶パネルアセンブリの最下部には所定のヘイズ値を有するように処理したアンチ－グ
レア偏光板を配置し、バックライトアセンブリの最上部には頂点がラウンド形状に処理さ
れているプリズムを有しているがマット処理されないプリズムシートを配置する構造を採
用することにより、液晶パネルアセンブリの最下部にグレア偏光板を配置し、バックライ
トアセンブリの最上部には頂点がラウンド形状に処理されているプリズムを有し且つマッ
ト処理されたプリズムシートを配置する構造より６％以上の輝度上昇効果を期待すること
ができる。
【００４４】
　本発明との比較例を通じて、前述した輝度上昇効果をより詳細に説明する。
【００４５】
　ここで、マット処理され及び頂点がラウンド形状になるように処理されたプリズムを有
する最上部プリズムシートと、前記最上部プリズムシートの上部に配置されたグレア処理
された下部変更板とを有する液晶表示装置を比較例とし、マット処理はされていないが頂
点がラウンド形状に処理されたプリズムを有する最上部プリズムシートとそのプリズムシ
ートの上部に配置されたアンチ－グレア偏光板とを有する液晶表示装置を本発明として、
これらの輝度評価特性を比較説明する。ここで、本発明によるアンチ－グレア偏光板は１
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２～４４［％］のヘイズ値を有するように処理されるが、２５％のヘイズ値を有すること
が望ましい。
【００４６】
　図５は液晶表示装置の有効ディスプレー画面を示した図面であり、図６は一般のプリズ
ムシートと偏光板との第１の組合せによる輝度分布特性と本発明によるプリズムシートと
偏光板との第２の組合せによる輝度分布特性を示した図面である。
【００４７】
　図５に示すように、画面がディスプレーされる有効ディスプレー画面において、横方向
の５個のポイントを検出領域として定義し、縦方向の５個のポイントを検出領域として定
義して、合計２５個検出領域として定義する。
【００４８】
　ここで、同一画面で検出される各々の輝度評価特性は次の表１通りである。なお、表１
における「ポイント」欄に記載された番号は、図５に示した検出領域に付された番号に対
応する。

【表１】

【００４９】
　上述した表１に記載したように、液晶表示パネルの有効ディスプレー領域で任意に設定
した検出領域に対応する全てポイントで比較すると、本発明による組合せの輝度が、比較
例による組合せの輝度より高いことを確認することができる。
【００５０】
　また、視聴者（ｖｉｅｗｅｒ）は、一般に、液晶表示パネルの有効ディスプレー領域の
うち、中央領域の輝度に敏感である。このような点を勘案して比較してみると、前述した
表１の比較例による組合せで第７、９、１３、１７及び１９ポイントである５個ポイント
の平均輝度は１５２．０２ｃｄ／ｍ2であり、本発明による組合せで当該５個ポイントの
平均輝度は１６１．１６ｃｄ／ｍ2であり、約６．０２％輝度が上昇することを確認する
ことができる。
【００５１】
　また、前述した表１の比較例による組合せで、２５個のポイントの平均輝度は１４５．
１７６ｃｄ／ｍ2であり、本発明による組合せで２５個のポイントの平均輝度は１５３．
９２ｃｄ／ｍ2であり、約６．０１％輝度が上昇することを確認することができる。
【００５２】
　前述した表１の輝度評価特性をグラフ上にプロットすると、図６の通りである。
【００５３】
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　以上、本発明の実施例によって詳細に説明したが、本発明はこれに限定されず、本発明
が属する技術分野において通常の知識を有するものであれば本発明の思想と精神を離れる
ことなく、本発明を修正または変更できるであろう。
【００５４】
　本発明によると、液晶表示パネルの下部に備えられる下部偏光板を所定のヘーズ値を有
するように処理したアンチ－グレア偏光板に代替し、バックライトアセンブリに備えられ
る二枚のプリズムシートのうち、上部に配置されるアッパープリズムシートをマット処理
せずに、頂点をラウンド処理したプリズムシートに代替する。その結果、前記液晶表示パ
ネルとバックライトアセンブリ間に備えられる保護シートを削除しても前記バックライト
アセンブリの最上端に位置するアッパープリズムシートの耐スクラッチ性を向上させるこ
とができ、輝度を上昇させることができる。
　すなわち、最高点が丸く（ラウンド形状となるように）処理された曲線型プリズムシー
ト（第１プリズムシート）１６０のプリズムはアンチグレア偏光板２３０の下部面と向き
合うように配置される。尖った最高点を有するプリズムシートに替えて最高点が丸く処理
されたプリズムシートを使用することにより、図１に示すように第１プリズムシート１６
０と第１プリズムシートの上部に設けられるアンチグレア偏光板２３０との間のスクラッ
チの発生を抑制することができる。つまり、アンチグレア偏光板２３０によって第１プリ
ズムシート１６０がスクラッチされ磨耗してしまうことを防止することができ、第１プリ
ズムシートによってアンチグレア偏光板２３０の下部面がスクラッチされることを防止す
ることができる。従って、曲線型プリズムシートを設置することによって耐スクラッチ性
を向上させることが可能となる。
【００５５】
　また、前記した保護シートを削除しても組立てる時に発生されるスクラッチの危険を減
少させることができ、輝度低減を遮断することができるので、前述した保護シートを利用
する液晶表示装置に比べて厚さや重さを減少することができるだけでなく、製造原価まで
減少させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明の一実施形態による液晶表示装置を説明するための図面である。
【図２】本発明の他の実施形態による液晶表示装置を説明するための図面である。
【図３】図１の第２プリズムシートを説明するための図面である。
【図４】図１の第１プリズムシートを説明するための図面である。
【図５】液晶表示装置の有効ディスプレー画面を示した図面である。
【図６】一般のプリズムシートと偏光板の第１組合せによる輝度分布特性と本発明による
プリズムシートと偏光板の第２組合せによる輝度分布特性を示した図面である。
【符号の説明】
【００５７】
１００　　バックライトアセンブリ
１１０　　導光板
１２０　　ランプ
１３０　　ランプリフレクタ
１４０　　反射シート
１５０　　第２プリズムシート
１６０　　第１プリズムシート
２００　　液晶パネルアセンブリ
２１０　　下部基板
２２０　　上部基板
２３０　　アンチ－グレア偏光板
２４０　　上部偏光板
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